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東南アジア9か国の専⾨家とともに、各国の近現代
建築の記録・保全を促進するプロジェクト。1950年
代から70年代の建築を中⼼に現存する近現代建築の
インベントリーを作成しています。Docomomo
Japanと国際交流基⾦と共同で実施しています。

インドネシアのメガシティ・ジャカルタには、カン
ポンと呼ばれる⾃然発⽣的なインフォーマル居住地
がありますが、その多くはオランダ植⺠地期から続
く歴史的な居住地でもあります。それらを「百年カ
ンポン」と名付けて、持続の仕組みやコミュニティ
の特質を調査・研究しています。

アラビア半島のオマーンで進めている⽯造家屋の修
復プロジェクトです。中緯度乾燥地域のオマーンは
⽊材資源に乏しく、いまでこそコンクリートの住宅
が主流になっていますが、かつては⽯や⼟が中⼼で
した。その構法を解明しながら、サイクロンで損壊
した住宅を現代によみがえらせる取り組みです。

東⼤第⼆⼯学部を引き継いで1949年に設⽴された⽣
産技術研究所が戦後⽇本に残した事績を辿るプロ
ジェクトです。当時の⼯学研究を⽀えた建物や設備
を「⽣研遺産」として記録しながら、⽣研の⾃画像
を映し出します。ロケット編、鉄鋼編と調査を進め
ています。

家はしばしば家族と⼀体化する魔⼒を持ちます。そ
れゆえ家の継承は、家族の継承と同⼀視されもしま
した。しかし、都市化や家族形態の変容はそうした
思考を変容させました。では、現代社会で家はどう
引き継がれるべきか。あるいはどう畳まれるべきか。
実践を通してその問いを考察するプロジェクトです。

建築家・⾕⼝吉郎の設計で1967年に竣⼯した東⼤寺
図書館の歴史調査をおこなっています。東⼤寺⽂書
などの貴重史料の保管と公開を担ってきた施設です
が、2011年の新図書館への移転に伴いその役⽬を終
えました。これからの活⽤⽅法の検討をお⼿伝いし
ています。

宮城県栗原市の⻑屋⾨をゲストハウスに改修する学
⽣主導のプロジェクトです。栗原市には⻑屋⾨が
500軒以上も存在し、20世紀を通じて地域の農作業
を⽀える重要なビルディングタイプだったことがわ
かります。その⻑屋⾨を次世代のビルディングタイ
プとして継承・活⽤していく試みです。

近代以前の建築や都市は、⾃然・⽂化・歴史など、地域固有の
条件に強く束縛されていました。近代は、そうした地域⽣態圏
から⼈々を幾分⾃由にし、新たな価値を数多くもたらしました
が、他⽅で、やや味気ない社会を創り上げたのかもしれません。
私たちは、いま⼀度その歴史に⽬を向けながら、地域⽣態圏を
制約ではなく資源と捉え、そこから他地域では得難い価値を⽣
み、地域を越えて共有する、そんな社会の可能性を探っていま
す。そのために、地域⽣態圏を読み解くリテラシーを鍛え、都
市や建築の記録・継承・更新に取り組んでいます。
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